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あらゆる端末とセンサーを統合する

THTマルチコントロールHUB

様々な仕様、様々なメーカーの端末との連携性を実現
張性や汎用性をもたせる際に特定メーカーの製品に縛られず、構築することができる基盤とコントローラーを自社開発。
お客様のニーズにあわせ、最適で理想的な環境を実現することが可能になりました。

シンプルな構成で一元管理
コントローラーは小型PC1台で最大10基板を集約可能。
操作性を追求したGUIにより、スケジュール管理や端末管理を遠隔で一括管理可能です。

導入コンサルから保守運用までお任せ下さい。
異なる通信規格・異なるメーカーの導入についてコンサルティングから設計工事〜運用保守までワンストップでTHTがサポートします。
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メーカーに依存しない、
自由度の高い設計を実現したかった。

そもそも THTマルチコントロールHUBとは、
どういった製品なのでしょうか。

電気錠、各種センサーなど、あらゆる IoT機器を統合するハブとなる製品です。
2020 年に自社で開発し、製品化しました。

開発経緯について教えて下さい。

はい、最初は顧客からの「とりあえずカードによる非
接触型の入館管理端末を導入したが管理がでできず、
他のネットワークシステムとの連携性もないことに
困っている」というご相談を頂いたことがきっかけで
した。

入館セキュリティのシステムは世に多くありますが、
各メーカーごとに制御盤・コントローラー・カードリー
ダーといったパッケージで販売されているため、通信
仕様や規格、新しい装置や別のシステムとの連携と
いった融通が効かない問題があったのです。

導入当初は想定していなかった拡張性や汎用性をもた
せるためには、すべての端末を入れ替えたり、独自仕
様の端末から開発する必要があります。

この問題を解決するために、様々な仕様、様々なメー
カーの端末との連携性を実現する、汎用型の制御基盤
とコントローラーを自社開発することになりました。

このような経緯で、お客様の要望に合わせてカスタマ
イズもできる製品として「THTマルチコントロール
HUB」が誕生しました。

ハブになる装置をつくったということですね。
これはありがたいですね。

どんな IoT 機器たちの
ハブになりえるのでしょうか？

ハードウェアとしては、
・顔認証端末
・生体認証端末（指紋／網膜）
・体温監視端末
・電気錠／基盤
・入退室者管理センサー
・非接触のカード型リーダー
・カードキー認証端末
・監視カメラ
・駐車場利用状況センサー
・デジタルサイネージ
・タイムカード
・火災報知器
・トレーニング機器の利用状況センサー

などありとあらゆるものをつなぐことができます。
これらの情報を可視化したり、スケジュール管理や端
末管理を遠隔から一括で行うことが可能になるんで
す。当社では運用や保守も行っているので、新たな機
器を増やしたいや減らしたい、設定を変えたい、担当
者を変更したいなどのご要望にもワンストップで迅速
に対応することができるんです。

ズルいくらいのハブっぷりですね…笑
でも確かにメーカーの事情に振り回されずに、
機器の選択肢が広がるのはとても良いことですね。

他にどんな利点がありますか？

まだリリースされていない未知の装置に対する拡張
性も実現するのがこの「THT マルチコントロール
HUB」です。

実はメーカーや通信規格が違うもの同士をつなぐと、
通常はメーカーの保証対象外となってしまいます。し
かしこの「THTマルチコントロールHUB」による
ネットワーク化は、当社でサポートすることができる
ので、この補償問題に対してもカバーすることができ
ます。

なるほど、THTはメーカーにとっても、
心強いポジションということですね。

関係者やお客様からの評価はいかがですか？ 

まず IoT 環境の自由度がメーカーの仕様に縛られな
くなり、理想の環境を実現しやすくなりました。工事
を行う施工者も構成が理解しやすくなり、設定も簡単
になったため、結果として設計・開発・工事費も削減
することが可能です。また、お客様に合わせてカスタ
マイズもできることも評価を得ており、IoT 環境にお
けるスタンダード装置になると確信しています。

ありがとうございました。

お客様の理想を実現するために、
機器そのものの仕様問題から解決する。

これは普通の工事業者ではできないことですね。
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